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ベトナム・ハティン省 学資支援授与式・交流会開催 2019年10月17-18日

ベトナム・ハティン省において2014年9月から実施
している学資支援は、2018年度から、各郡に推薦さ
れた困難な状況にある優秀な学生も加え、合計60名
の生徒に対して、支援者から寄せられた1万円（約
200万ドン）を各自に授与しています。交流会では、
人民委員会の祝辞に続いて、支援が大きな励みとなっ
ていることについて生徒からお礼の言葉が披露され、
御礼の歌も披露され、和やかで有意義な交流会となり
ました。JIFAが2010年から浄水装置を設置する活動
を進めてきた学校からも参加者があり、郡や村が責任
をもって維持管理し、安心して飲める水の恩恵に浴し
ていることについて報告と感謝の言葉も寄せられまし
た。当日は、学資支援を得て高校を卒業し、日本に留
学しているタオさんからのビデオメッセージも紹介さ
れ、努力すれば夢を叶えることができる、と先輩に励
まされていました。交流会に先立って訪問した、人民
委員会及び教育訓練局では、支援金額の増加より、む
しろ支援対象者を増やしてほしいという要望をハティ
ン省関係者からいただき、2020年度からは各郡から
2名を推薦を受けることについて検討することとなり
ました。

後輩のために、ビデオメッセー
ジを送ってくれたタオさん
（2018年朝日奨学生）

歌を披露する学資支援生
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JIFAへの寄付について
①寄付は少額からでも受け付けています。
②多額の寄付は免税にすることが可能ですので、ご相談ください。
③多額の寄付をいただいた時には、寄贈施設等にネームプレート
を表示させていただき、感謝状をお渡しいたします。

JIFAの会員になるとこんなことが！
①草の根の活動を通じて、アジアの子どもたちへの国際貢献、社
会貢献ができます。

②各種イベントに無料で参加できます。
③懇親会や交流旅行に格安料金で参加できます。
④手に入りにくいベトナム物産が格安料金でお手元に届きます。

と特定非営利活動法人 日本国際親善協会 (JIFA)
〒160-0022 東京都新宿区新宿1-26-6 新宿加藤ビル7階

TEL：03-3352-3918 FAX：03-3352-3962 Mail: info@jifa.org

一人でも多くの方に会員になっていただき活動へ
参加されますよう 皆様をお誘いください！

支援金
学資支援(1口 10,000円）
浄水器設置支援(1口 5,000円）

会費・支援金等は振込口座をご利用下さい
口座名：特定非営利活動法人 日本国際親善協会
☆新宿花園郵便局

記号 10150 番号 98253761
☆三井住友銀行新宿通支店

店番 661 普通 7274362

入会金 年会費

法人会員 30,000円 15,000円

個人正会員 10,000円 6,000円

個人賛助会員 5,000円 3,000円

学生会員 500円 1,000円

バングラデシュ人材育成交流
セミナーを後援 2019年9月24日

9月24日、東京・新宿のBIZ新宿で、BOESL（バングラ
デシュ海外雇用サービス公社）とIPMが主催し、駐日バン
グラデシュ大使館が共催する人材育成交流セミナーが開催
され、70名を超える方々が参加されました。日本とバン
グラデシュの懸け橋となる人材の育成を促進し、適正な送
出し及び受入を実現することにより、わが国の企業の発展
と両国の更なる発展に寄与することを目的とするものです。
JIFAは、JETRO、東京商工会議所、東京都中小企業振興
公社、公益財団法人東京しごと財団、新宿区、信金中央金
庫、全国中小企業団体中央会、川崎商工会議所、東京都商
工会連合会、一般財団法人建設業振興基金、社会保険労務
士法人協心などとともに開催を後援しました。
セミナーでは、池田節子理事長の開会のあいさつに続いて、
ラバブ・ファティマ特命全権大使から「日本とバングラデ
シュ政府との間で「特定技能に係る二国間の協力覚書」が
8月に締結されたこと、人材余剰のバングラデシュと深刻
な人材不足である日本の協力体制が望まれていること、バ
ングラデシュの海外雇用を管理するために制度を強化して
いること、今後の両国の人材育成交流への期待などをお話
しいただきました。
また、BOESLアリフル・ハーク部長からは「バングラデ
シュの技能実習生送出しの現況」、建設業振興基金の土井
直樹海外人材育成支援担当部長からは「建設キャリアアッ
プシステムの紹介」、JETRO西澤課長代理からは「バン
グラデシュ経済と日系企業の動向」、IPM坂下理事からは
「適正な外国人材交流を目指して」の講演があり、会場参
加者と活発な質疑がありました。

ラバブ・ファティマ駐日バングラデシュ大使のご挨拶

カンボジア障がい者自立支援施設訪問
2019年10月23日

カンボジア国内に埋設された地雷によって足を失った
方や小児麻痺（ポリオ）のため障がいをもった方たち
が自立するための施設がプノンペンにあり、訪問いた
しました。この施設は、CHA(Cambodian 
Handicraft Association)によって運営されています。
外部機関からの援助を受けることなく、工芸品を皆で
制作し、その販売によって運営しており、母国語のク
メール語や外国語の学習をする教室も開いています。
写真の彼女が制作しているのは、絹のくるみビーズの
素敵なネックレスです。即売所では各種作品が販売さ
れています。
購入した手工芸品は、日本で紹介したところたいへん
好評でした。クラウドファンディングなどを活用して
支援することも可能かもしれません。

CHAを案内いただいた中江大樹さんとスタッフ


